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【背景】PrBa2Cu3O7 (以下，「Pr123」)と PrBa2Ba4O8（以下，「Pr124」）のバイブリッド構造を有す

る Pr2Ba4Cu7O15-δ（以下，「Pr247」=「Pr123」+「Pr124」）は，他のすべての銅酸化物とは異なり，

超伝導を誘起するのはCuO2平面構造ではなくCu2O2鎖構造であることが強く示唆されている[1,2]。

これまで我々は，高圧酸素処理の過程を経ずに Pr247 を超伝導化することに成功し，良質な超伝

導 Pr247試料を再現性よく合成できることを報告した[3]。 

一方，核磁気共鳴法(Nuclear Magnetic Resonance, NMR)は，物質内部の微視的な情報を得ること

ができるため，超伝導の標準理論である BCS理論に実験的に証拠を与える[4]など，様々な新規の

物性の解明に寄与している。我々は，この利点を活かし，自作改良型 NMR装置を用いて「Pr247

の超伝導は平面構造ではなく，鎖構造によって発現している」ことを明らかする。具体的には，

次の２点を示すことに帰着される。 

「必要条件」：CuO2面は超伝導発現に寄与していないこと 

「十分条件」：鎖構造が超伝導状態にあること 

 

【実験結果】今回，高圧酸素処理を経ずに得られた良質の Pr247に対して[3]，自作改良型の NMR

装置を用いて，「必要条件」を示すことに成功した。具体的には，「室温で観測に成功した平面構

造中の Cu核スピンからの信号[5]の「全て」が，バルク Tc以下の低温において絶縁状態にあるこ

と」が明らかとなった。ここで注意すべきは，低温で観測された 30.1MHz付近にある Cu核スピ

ンからの信号は，平面構造中の Cuではなく，酸素が欠損した single chain中の Cuからの信号で

ある[6]という点である。これは「Pr247に超伝導を発現させるには，single chainから酸素を欠損

させる必要がある」ことの傍証でもある。 
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